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2 自己評価の事例 

(1) 「合唱コンクール審査集計表」の評価 
情報Ｂ 第１章１節 問題解決における手順とコンピュータの活用の工夫 

＜評価規準＞ 
Ａ 関心・意欲・態度 Ｂ 思考・判断 Ｃ 技能・表現 Ｄ 知識・理解 

評価規準【評価方法】 評価規準【評価方法】 評価規準【評価方法】 評価規準【評価方法】 

11A1 

人間とコンピュータの違いに

ついて考える。 

【観察】 

11B1 

的確な集計方法を選択でき

る。 

【作品】

11C1 

コンピュータの利点を正しく

まとめることができる。 

【学習ノート】

11D1 

コンピュータの長所、短所が

わかる。 

【ペーパーテスト】 

11A2 

積極的にコンピュータで処

理する。 

【観察】 

11B2 

コンピュータの長所について

考えることができる。 

【学習ノート】

11C2 

コンピュータを利用して集計

票を作成することができる。 

【作品】

11D2 

人間とコンピュータとの違い

を理解できる。 

【ペーパーテスト】 

 11B3 

コンピュータの特徴と人間と

の違いを比較することができ

る。 

【観察】

11C3 

コンピュータを利用してグラ

フを作成することができる。 

【作品】

11D3 

表計算ソフトを操作すること

ができる。 

【作品】 

 11B4 

コンピュータと人間の違いを

正しく考えることができる。 

【ペーパーテスト】

  

 

＜指導計画（評価計画）＞ 

時間 指導目標 学習活動 
評価規準 

との関連 
指導上の留意点 学習形態

授業中 

11A1 

11B3 

1 

・ コンピュータが生活と深

く関わって使われている

ことについて考えること

を通してコンピュータの

特徴について理解す

る。 

・ 生活のどのような場所で

コンピュータとかかわっ

ているか考える。 

・ コンピュータが利用され

る理由を考えまとめる。 

・ コンピュータの得意な作

業はどのようなものか、

人間の作業と比較してま

とめる。 

単元終了後

11B2 

11C1 

・ 話し合いやグループ作業にす

るなど工夫する。 

・ 発表する機会を多く取り、他の

生徒の意見を参考にできるよう

にする。 
教室 

一斉 

授業中 

11A1 

11A2 

11B1 

11B3 

11B4 

11C3 

11D1 

11D2 
2～4 

・ 身近な話題である合唱

コンクールの集計作業を

通して人間とコンピュー

タの違いや長所、短所

を理解する。 

・ コンピュータの特性をま

とめる。 

・ 合唱コンクールの審査

集計表を手作業とコンピ

ュータを使って作成す

る。 

・ 集計表をグラフ化する。

・ 得点が変わった場合に

ついて対応し計算しな

おす。 

・ コンピュータを利用して

感じた点、気付いた点を

まとめ、コンピュータと人

間との違いを確認する。

単元終了後

11B2 

11B4 

11C1～

11C3 

11D1～ 

11D3 

・ 教科書を使って補足説明する。 

・ 手作業との違いを意識させる。 

・ 工夫した点や感じたことについ

て発表する機会を多くもつ。 

・ 人間とコンピュータの違いにつ

いて自分の考えをまとめさせ

る。 

パソ室 

一斉 
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＜合唱コンクール審査集計表＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  年   組    番 氏名               

 
コンピュータを使っての合唱コンクール審査集計表作成 

 
 実習内容 自己評価 

A B C D 
１ 罫線の設定はでき

たか 
見やすい表を

意識して工夫

した。 

引くことがで

きた。 
概ね引くこと

ができた。 
罫線を引けな

かった。 

A B C D 
２ 文字の入力はでき

たか 
オートフィル

を使って入力

できた。 

文字の大きさ

を変えて入力

できた。 

数値と漢字の

入力ができ

た。 

日本語入力が

できなかっ

た。 

A B C D 
３ 

関数を入力できた

か 
（SUM、RANK、

AVERAGE) 

3 つともでき
た。 

2つできた。 1つできた。 できなかっ
た。 

A B C D 

４ 書式の設定はでき
たか 

セルに色をつ

け見やすくし

た。 

列幅、行高の

調節ができ

た。 

文字の配置と

小数点ができ

た。 

文字の配置と

小数点ができ

なかった。 

A B C D 

５ 見やすいグラフを
作成できたか 

見やすいグラ

フを作ること

ができた。 

数種類のグラ

フで比較する

ことができ

た。 

グラフを 1つ
作ることがで

きた。 

グラフを作れ

なかった。 
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(2) 「アルゴリズム」生徒作品の評価 
情報Ｂ 第２章２節 コンピュータにおける情報の処理 

＜評価規準＞ 
Ａ 関心・意欲・態度 Ｂ 思考・判断 Ｃ 技能・表現 Ｄ 知識・理解 

評価規準【評価方法】 評価規準【評価方法】 評価規準【評価方法】 評価規準【評価方法】 

22A1 

アルゴリズムの構造に関心を

もとうとしている。 

【観察】 

22B1 

アルゴリズムの構造について

考えることができる。 

【学習ノート】

22C1 

問題解決の手順を正しく書

き表すことができる。 

【学習ノート】

22D1 

フローチャートの記号と内容

を理解している。 

【ペーパーテスト】 

22A2 

アルゴリズムを理解し、プロ

グラムを作ろうとしている。 

【観察・学習ノート】 

22B2 

プログラムの構造を考えるこ

とができる。 

【学習ノート】

22C2 

簡単なプログラムを作成する

ことができる。 

【学習ノート・作品】

22D2 

アルゴリズムの基本的な構

造を理解している。 

【ペーパーテスト】 

 22B3 

プログラムの実行結果につ

いて正しく判断することがで

きる。 

【観察・学習ノート】

22C3 

表計算ソフトを操作しプログ

ラムを実行することができる。

【作品】

 

 

＜指導計画（評価計画）＞ 

時間 指導目標 学習活動 
評価規準 

との関連 
指導上の留意点 学習形態

授業中 

22A1 

22A2 

22B1 

22C1 

22C2 

22D1 1 

・ 問題解決の流れについ

いて理解する。 

・ アルゴリズムとは何かを

学習する。 

・ フローチャートについて

の記号を理解する。 

・ カレーライスの調理手順

を考えフローチャートで

記述する。 

・ アルゴリズムの基本的な

構造を学習する。 

・ アルゴリズムとフローチ

ャートについて確認す

る。 

単元終了後

22A2 

22B1 

22C1 

22C2 

22D1 

・ 問題解決の流れを確認させる。 

・ 発表する機会を多くする。 

・ 自分で考え確認させる。 

教室 

一斉 

授業中 

22B1 

22B2 

22C1 

22C2 

22D1 

22D2 
2～3 

・ 簡単なプログラム作る上

で必要なをアルゴリズム

を理解する。 

・ 順次構造、選択構造、

繰り返し構造のアルゴリ

ズムを考えフローチャー

トで表す。 

・ 順次構造、選択構造、

繰り返し構造のプログラ

ムについて学習する。 

・ フローチャートについて

確認する。 単元終了後

22B1 

22B2 

22C1 

22C2 

22D1 

22D2 

・ アルゴリズム考えさせる。 

・ フローチャートを書かせる。 

・ プログラムを実行し確認させる。 

・ 身近な例でフローチャートにつ

いて理解させる。 

パソ室 

一斉 
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授業中 

22A1 

22A2 

22B1 

22B2 

22B3 

22C2 

22C3 
4～5 

・ 簡単なプログラムを作成

し、それを実行して修正

できる。 

・ 簡単なプログラムを作成

する。 

・ 九九を求めるアルゴリズ

ムを考えフローチャート

で表す。 

・ 九九を求めるプログラム

を作成する。 

・ プログラムを実行し、自

己評価を行う。 

単元終了後

22A1 

22A2 

22B1 

22B2 

22B3 

22C2 

22C3 

・ アルゴリズムとフローチャートに

ついて確認させる。 

・ コンピュータでの情報処理につ

いて考えさせる。 

・ 作品を提出させる。 

パソ室 

一斉 

 

＜アルゴリズムの評価シート＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  年   組    番 氏名               

 

 アルゴリズム ◎ ○ △ 

１ 
コンピュータの周辺装置について ５つ以上覚えて

いる。 

３つ以上覚えて

いる。 

３つまでは覚え

ていない。 

２ 
コンピュータの動作について すべて理解でき

た。 

少し理解でき

た。 

余りよくわからな

かった。 

３ 
問題解決の手順について 適切な手順を考

えられた。 

適切な手順とな

るよう考えた。 

積極的に取り組

めなかった。 

４ 
フローチャートの記号と内容について ６個以上理解で

きた。 

４個以上理解で

きた。 

４個までは理解

できなかった。 

５ 
アルゴリズムの基本構造について ３つの構造がわ

かった。 

２つの構造がわ

かった。 

１つだけわかっ

た。 

６ 
表計算ソフトを使った簡単なプログラム

の作成について 

３つとも作成でき

た。 

２つ作成できた。 １つ作成できた。

７ 
九九を求めるプログラムについて プログラムを実

行できた。 

プログラムを入

力できた。 

フローチャートを

作成できた。 
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